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２）公開講座・フォーラム等開催助成
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５　その他公益事業
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3 基本構想委員会　　自主研究・助成研究交流会およびヒアリング等

井藤　佳恵
　　（東京都立松沢病院）

武地　一
（藤田保健衛生大学医学部認知症・高齢診療科）

繁田　雅弘
　　（東京慈恵会医科大学）

神谷　惠子（神谷法律事務所）

山崎　英樹
　　（清山会いずみの杜診療所）

認知症高齢者の終末期医療にかかわる倫理的課題

認知症の人による認知症施策評価実施のあり方に関する研究

権利を基礎とする認知症医療・介護の在り方に関する研究

日本の認知症施策への提言を目指す研究

東北被災地における津波減災を目的とした「生存科学の森」
づくり

大規模災害に備えた在宅療養者・家族のための地域対策

日置　道隆
　　（一般社団法人　森の防潮堤協会）

遠矢　純一郎
　　（桜新町アーバンクリニック）

本田美和子（国立病院機構東京医療センター）

　　⑵　被災地支援に関わる防災学的研究

中西　三春
　　（公益財団法人東京都医学総合研究所）

第７回生存科学シンポジウムの開催

学術誌「生存科学」発行　年：２回　　シンポジウム報告書（第６回シンポジウム）

広報活動　　生存科学ニュース・ホームページ管理等

認知症医療・介護の心理社会学的なアプローチのあり方に関
する研究

３　生存科学叢書出版助成

坂東　興（東京慈恵会医科大学）

「事故から緊急対応会議の開催まで」の研修会（第4回）

シンポジウム（コミュニケーションが医療を変える）

市民公開講座（ユマニチュード）

４　シンポジウム

藤原　成一
（学術誌編集責任者）

安梅勅江　編　　子どもの幸せをつくるーみらいエンパワメントカフェー

堀内　　勉、小泉　英明　編　　「資本主義、その本質と近未来像」

上記以外に2冊刊行予定

１）研究助成

　　⑴　認知症医療・介護における心理社会学的研究

森本　兼曩 健康価値創造研究会（第二期）

２　助成事業

2019年度　公益事業一覧

１　自主研究事業

安梅　勅江 生存科学とエンパワメント実践に関する研究

堀内　　勉 拡大する資本主義社会における人間性の存続可能性

後藤　幸織 人間の進化と生存から観た依存症

高木美也子 高齢者と対話ロボットのコミュニケーションに関する量的・質的調査研究

釆女智津江
医療・福祉・教育におけるサービス利用者側のモラル意識と葛藤の実際
　－倫理的葛藤の解決に向けて－

松田　正己 生存の理法の新たな展開に関する研究－世界の動向から－

藤原　成一 森・その地域社会、生活文化、精神世界における役割の再生的研究
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